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今
、「
暮
ら
し
や
す
い
環
境
」
と
聞
い
て
、

ど
の
よ
う
な
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う

か
。
木
々
が
生
い
茂
り
、
花
々
に
囲
ま
れ
た
中

を
蝶
が
舞
い
、
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
響
き
渡

り
、
清
ら
か
な
流
れ
に
は
魚
が
群
れ
を
な
し
て

泳
い
で
い
る
、
そ
ん
な
自
然
豊
か
な
風
景
で

し
ょ
う
か
。

　

あ
る
い
は
、
手
元
に
高
性
能
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
置
き
、
天
気
や
社
会
情
勢
、
ス
ポ
ー

ツ
の
試
合
経
過
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
友
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
人
々

と
つ
な
が
り
、
ど
こ
に
い
て
も
仕
事
が
で
き

る
、
そ
ん
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
囲
ま
れ
た
世
界

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
自
動
運
転
車
に
安
全
・
快
適
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
い
、
欲
し
い
も
の
は
ネ
ッ
ト
で

注
文
し
て
、
望
む
時
間
と
場
所
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
な
社
会
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
は
ご
縁
あ
っ
て
大
学
の
工
学
部
に

奉
職
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
に
関
わ
る
研
究

と
教
育
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
早
く

も
三
十
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
私
が
奉
職
し

た
１
９
９
２
年
頃
は
、
ち
ょ
う
ど
「
地
球
温
暖

化
」
と
い
う
国
境
を
越
え
る
大
き
な
問
題
が
提

起
さ
れ
た
時
期
で
し
た
。
当
時
は
、
地
球
温
暖

化
の
主
な
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
「
低
減
」
す
る
必
要
性
は
あ
ま
り
社
会
的
に

認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
気
温
が
明
ら
か
に
上
昇
す
る
中
、

日
本
を
含
む
一
部
の
国
で
は
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
が
減
少
傾
向
を
見
せ
る
一
方
で
、
世
界
全

体
で
は
依
然
と
し
て
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

何
故
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
は
「
火
」
と
い
う
道
具
を
発
見
し
て
以
来
、

何
千
年
に
も
わ
た
っ
て
、
絶
え
ず
道
具
や
生
活

様
式
を
進
化
さ
せ
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
環
境

を
常
に
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
環
境
に
負
荷

を
与
え
続
け
た
結
果
が
地
球
温
暖
化
と
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
数
年
前
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
よ
り
も
最
新
の
も
の
を
求
め
て
買
い
替
え
る

私
た
ち
の
欲
求
に
は
、
人
間
が
「
変
化
し
続
け

な
け
れ
ば
生
き
延
び
ら
れ
な
い
」
と
い
う
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

と
は
い
え
、
人
間
は
、
道
具
や
手
法
を
選
び

な
が
ら
持
続
的
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
で
き

る
は
ず
で
す
。
人
は
大
自
然
の
一
要
素
に
す
ぎ

ず
、そ
の
風
景
の
な
か
で
自
然
と
い
う
「
資
本
」

の
恵
み
を
謙
虚
に
活
用
し
、
常
に
自
然
と
対
話

を
重
ね
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
変
化
を
目
指
し

て
い
く
べ
き
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
研
究
開
発
職
と
い
う
立
場
か
ら
、
そ
の
役

割
を
誠
実
に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
心
に
誓
っ

て
い
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
環
境
と
自
然
と
い
う
資
本
の
恵
み

小

林

敬

幸
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変
更
と
な
り
六
月
二
十
九
日
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
特
別

賞
受
賞
者
の
発
表
は
六
月
号
の
掲

載
と
な
り
ま
す
。

　

四
月
二
十
二
日
、
犬
山
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長
＝
松
平
實
胤

氏
）
の
早
朝
例
会
が
、
信
徒
会
館

一
階
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
員
一
同
は
先
ず
本
堂
に
て
、

朝
護
摩
供
に
参
拝
。
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
発
展
と
会
員
皆
様
の
健

勝
を
ご
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
信
徒
会
館
へ
と
移
動
し
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
松

平
会
長
に
よ
り
ご
挨
拶
が
行
わ

れ
【
写
真
】
そ
の
後
、
大
籔
法
教

部
長
に
よ
る
法
話
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

成
田
山
学
童
写
生
大
会
開
催

新し
ん
せ
い生
大
仏
入
仏
記
念
法
要
厳
修

　

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
六
日

ま
で
、『
第
70
回
成
田
山
学
童
写

生
大
会
』（
後
援
・
協
賛
犬
山
市
、

中
日
新
聞
社
、名
古
屋
鉄
道
㈱
他
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
学

童
・
児
童
が
参
加
さ
れ
、
熱
心
に

写
生
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

五
月
十
五
日
に
は
滝
滋
先
生
、

伊
藤
恵
以
知
先
生
、
長
瀬
喜
久
男

先
生
に
よ
っ
て
審
査
が
行
わ
れ
、

優
秀
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
本
年
よ
り
表
彰
式
の
日
取
り
が

　

五
月
五
日
午
前
十
時
よ
り
、
本

堂
北
参
道
に
鎮
座
す
る
新
生
大
仏

ご
宝
前
に
て
、
入
仏
記
念
法
要
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
要
に
は
、
新
生
大
仏
を
造
立

さ
れ
た
故
木
村
小
左
衛
門
翁
の
御

孫
様
で
あ
る
株
式
会
社
木
村
鉃
工

所
取
締
役
社
長
木
村
嘉
孝
様
、
ま

た
大
仏
を
奉
納
さ
れ
た
名
古
屋
鉄

道
株
式
会
社
よ
り
鉄
道
事
業
本
部

営
業
部
長
奥
村
崇
岐
様
が
ご
参
列

さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

仙

田

逸

二

様

成
田
山
索
の
会
犬
山
成
田
山
講
支
部
員

藍
綬
褒
章

皆様の願いが浄書された短冊を
取り付けた「願かけ風鈴」を奉
安し、夏風にのせてお不動さま
に願いを届けます。

願かけ風鈴まつり

◆期間　6/1 ～ 8/31
◆場所　鐘楼堂西側広場
◆短冊奉納料　千円以上
◆限定願かけ風鈴御朱印
　　　二種類各八百円以上

６月 30 日は今年の後半期に入
る晦日であり「夏越」と称され
ます。後半期の始まりにあたり、
お不動さまに所願成就をお祈り
下さい。

夏越の大祈願
◆期間　6/30 ～ 8/31

宗祖弘法大師ご生誕慶祝法要
　6月 15 日　午前 10 時より

　宗祖弘法大師、並びに中興の祖、興教大
師のご生誕をお祝いする『青葉まつり』を
大師堂にて下記の通り厳修いたします。
　どなた様もご自由にお参りください。

青 葉 ま つ り

中興興教大師ご生誕慶祝法要
　6月 17 日　午前 10 時より

期間中ご祈祷を受けられた方には、
来年１月に使用できるご優待券を謹
呈いたします。

犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

早
朝
例
会
開
催

犬山成田山『写経』のお勧め
　
豊
か
な
心
を
育
む
修
行
と
し

て
『
写
経
』
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
心
を
込
め
て
浄
書
す

れ
ば
、
雑
念
を
払
い
、
心
身
を

集
中
さ
せ
、
心
を
安
ら
か
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
ど
な
た
様
も

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　
◆
日
時
　
毎
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り

　
◆
料
金
　
一
千
円
以
上
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令
和
十
年
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
開
基
一
〇
九
〇
年
祭
慶
讃

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺
開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業

発
願
趣
意
書

　

ご
信
徒
の
皆
様
に
は
、
ご
本
尊
不
動
明
王
の
ご
加
護
の
も
と
、
益
々

ご
繁
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
当
山
興
隆
の
た
め

格
別
の
ご
信
助
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
山
は
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
に
東
海
一
円
の
ご
信
徒
熱
望

の
も
と
、
景
勝
の
地
犬
山
に
ご
本
尊
不
動
明
王
を
勧
請
申
し
上
げ
、
中

京
鎮
護
、
東
海
不
動
尊
信
仰
の
一
大
道
場
と
し
て
開
創
さ
れ
ま
し
た
。

　

爾
来
、
熱
誠
ご
信
徒
各
位
の
絶
大
な
る
ご
信
援
を
賜
り
、
年
々
歳
々

輪
奐
の
美
が
相
整
い
、
今
日
の
不
動
尊
霊
場
の
偉
容
を
得
ま
し
た
こ
と
、

誠
に
法
幸
限
り
な
く
、
ご
同
慶
至
極
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

来
る
令
和
十
年
十
一
月
に
は
、
開
創
七
十
五
年
の
節
目
を
迎
え
得
ま

す
こ
と
に
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
当
山
開
創
時
に
勧
請
さ
れ
ま
し
た
本
尊
不
動
明

王
像
・
二
大
童
子
像
及
び
四
大
明
王
像
、
そ
し
て
根
本
道
場
で
在
り
続

け
た
本
堂
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
七
十
年
余
り
の
星
霜
を
重
ね
、
内
外

陣
等
の
汚
れ
や
痛
み
も
著
し
く
な
り
、
耐
震
の
視
点
か
ら
も
早
急
な
る

対
策
が
待
た
れ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
信
徒
会
館
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
新
設
し
、
又
、
憩
い
の
場
の
改
修
を
行
い
、
皆
様
が
安
心
安
全
且
つ

気
持
ち
よ
く
ご
参
拝
で
き
ま
す
よ
う
、
境
内
整
備
事
業
に
傾
注
す
る
事

も
肝
要
か
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
当
山
で
は
、
来
る
令
和
十
年
四
月
、
本
山
新
勝
寺
に

於
け
る
成
田
山
開
基
一
〇
九
〇
年
祭
大
開
帳
奉
修
の
勝
縁
と
、
当
山
開

創
七
十
五
周
年
の
勝
縁
を
二
大
勝
縁
と
し
て
、
こ
こ
に
「
開
創
七
十
五

周
年
記
念
事
業
」
を
左
記
の
如
く
発
願
致
し
ま
し
た
。

　

就
き
ま
し
て
は
、
こ
の
浄
業
達
成
の
た
め
、
絶
大
な
る
ご
協
賛
ご
志

納
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

令
和
七
年
五
月
吉
日

記
念
事
業
概
要

大
本
山
成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

一
、
本
堂
耐
震
化
及
び
本
堂
内
荘
厳
大
改
修

一
、
不
動
明
王
像

・
二
大
童
子
像
及
び
四
大
明
王
像
修
復

一
、
信
徒
会
館
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事

一
、
山
容
整
備
事
業

　
　

１
．
明
王
門
大
提
灯
設
置

　
　

２
．
稲
荷
堂
遷
座
改
修

　
　

３
．
憩
い
の
場
改
修
工
事
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索
の
会
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
実
践
い
た
だ
い
た
「
合

た
す
け
あ
い掌

の
箱
」
難
病
者
激
励
募
金
を
四
月

十
六
日
、
中
日
新
聞
社
会
事
業
団

に
寄
託
し
ま
し
た
。

  

寄
託
に
は
、
索
の
会
会
長
安
藤

隆
司
氏
（
ご
名
代
＝
名
古
屋
鉄
道

㈱
鉄
道
事
業
本
部　

営
業
本
部

兼
地
域
活
性
化
推
進
本
部　

地

域
連
携
部
付
部
長　

奥
村
崇
岐

氏
）
列
席
の
下
、
川
村
武
志
氏

（
犬
山
一
心
支
部
長
）、
曽
我
孝
子

氏
（
土
田
成
田
講
支
部
長
）、
上

杉
勝
治
氏
（
四
日
市
支
部
長
）
に

ご
出
席
頂
き
、
名
古
屋
市
の
中
日

新
聞
社
本
社
を
訪
れ
、
総
額
二
、

四
八
〇
、六
八
〇
円
の
募
金
を
林

寛
子
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
理
事

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。【
写
真
】

  

募
金
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
各
支
部
の
皆
様
、
ま
た
募
金
い

た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

四
月
三
日
、
港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

（
支
部
長
＝
山
本
敦
氏
）
は
、
総

登
山
を
実
施
し
ま
し
た
。
支
部
員

二
十
五
名
が
参
集
し
、
十
一
時
の

大
護
摩
供
を
参
拝
さ
れ
、
所
願
成

就
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
大
護
摩

供
終
了
後
、
小
豆
畑
主
監
の
挨
拶

を
頂
戴
し
、
事
務
局
よ
り
索
の
会

へ
の
日
頃
の
御
理
解
、
御
協
力
の

御
礼
を
し
ま
し
た
。　
　

上
林
記

　

四
月
二
十
日
、
名
古
屋
成
田
講

支
部
（
支
部
長
＝
岡
部
幸
男
氏
）

は
支
部
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

先
ず
十
一
時
の
大
護
摩
供
を
参

拝
、
各
々
お
不
動
様
に
所
願
成
就

を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
御
護
摩
参

拝
後
の
総
会
で
は
、
岡
部
支
部
長

よ
り
会
計
報
告
並
び
現
況
報
告
が

さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
新
年
度
の

活
動
計
画
、
改
正
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
協
議
の
結
果
、
全
員
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
よ

り
改
め
て
索
の
会
へ
の
ご
理
解
ご

協
力
の
御
礼
を
し
、
今
年
度
の
索

の
会
行
事
の
案
内
を
し
ま
し
た
。          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
林
記

　

四
月
十
八
日
、
明
智
大
教
会
支

部
（
支
部
長
＝
成
瀬
彰
氏
）
の
支

部
総
会
が
明
智
大
教
会
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

片
桐
副
支
部
長
よ
り
令
和
六
年

度
の
会
計
報
告
、
事
業
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
五
月
二
十
一

日
犬
山
成
田
山
へ
の
団
体
参
拝
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
索
の
会
企
画

の
お
知
ら
せ
、
臨
時
総
会
の
ご
案

内
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
七
十
五

周
年
に
向
け
て
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。　

遠
山
記

　

四
月
二
十
一
日
、
味
鋺
成
田
講

支
部
（
支
部
長
＝
石
田
昇
氏
）
の

役
員
会
が
地
元
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
題
で
は
、
会
員
の
現
況
、
令

和
六
年
度
の
会
計
報
告
、
事
業
報

告
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
親
睦
旅

行
実
施
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
索
の
会
企
画

の
お
知
ら
せ
、
臨
時
総
会
の
ご
案

内
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
七
十
五

周
年
に
向
け
て
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。　

遠
山
記

　

丸
山
成
田
山
講
支
部
（
支
部
長

＝
中
島
陸
秧
氏
）
で
は
、
去
る
四

月
二
十
六
日
に
犬
山
成
田
山
信
徒

会
館
に
て
役
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

中
島
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

令
和
六
年
度
の
事
業
報
告
及
び
令

和
七
年
度
活
動
予
定
に
つ
い
て
協

議
致
し
ま
し
た
。　
　
　

菱
木
記

　

四
月
二
十
七
日
、
犬
山
一
心
支

部(

支
部
長
＝
川
村
武
志
氏)

の

役
員
会
が
信
徒
会
館
三
階
三
宝
の

間
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
総
登
山
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
、
五
月
二
十
五
日
に
実
施

が
決
ま
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
記

◆
丸
山
成
田
山
講
支
部

（
新
任
）
吉
田　

昭(

評
議
員)

◆
広
見
支
部

（
退
任
）
細
田　

収
（
副
支
部
長
）

◆
伏
見
口
支
部

（
退
任
）
筒
井
秀
一
（
評
議
員
）

可
児
市　
　

尾　

嶋　
　

千　

鶴

名
古
屋
市　

㈱
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

　
　
　
　
　

河　

合　
　

信　

城

愛
西
市　
　

杉　

原　
　

裕　

志

丹
羽
郡　
　

榎　

本　
　

吉　

孝

　

〃　
　
　

榎　

本　
　

美
津
江

ー
名
古
屋
成
田
講
支
部
ー

ー
明
智
大
教
会
支
部
ー

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

総
登
山
実
施

難
病
者
激
励
金
を
寄
託

支
部
総
会
開
催

役
員
会
開
催

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

合た
す
け
あ
い

掌
の
箱

ー
港
ト
ラ
ッ
ク
支
部
ー

【激励金内訳】
募金

　1,480,680 円
成田山大聖寺より

　1,000,000 円
合計

　2,480,680 円

ー
味
鋺
成
田
講
支
部
ー

役
員
異
動

ー
丸
山
成
田
山
講
支
部
ー

成
田
山
索
の
会

　
臨
時
総
会
の
ご
案
内

　

下
記
の
如
く
臨
時
総
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

会
員
皆
様
に
は
ご
多
忙
中
と
は

存
じ
ま
す
が
万
障
お
繰
り
合
わ
せ

の
上
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
六
月
二
十
二
日
（
日
）

 
時
間　

　
　

午
前
十
時
か
ら

 

場
所

　
　

信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

〇
五
六
八(

六
一)
二
五
八
三

　
　

｢

成
田
山
索
の
会｣
事
務
局

（
四
月
末
日
現
在
）

朱
の
会
員
　
　
　
　
八
名

紫
の
会
員
　
　
　
一
〇
名

緑
の
会
員
　
　
　
八
六
名

黄
の
会
員
　
　
　
四
二
名

青
の
会
員
　
一
二
八
八
名

合
　
計
　
　
一
四
三
四
名

成
田
山
索な

わ

の
会

会
員
数
現
況



令 和7年 5月 25日 発 行名 古屋 成 田 山（ 5 ）

　

四
月
十
二
日
、
豊
川
市
の
日
本

舞
踊
教
室
「
羽
衣
の
会
」（
会
主

　

辻
香
子
さ
ん
）
の
皆
様
が
五
月

に
豊
川
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で

行
な
わ
れ
る
舞
台
の「
成
功
祈
願
」

の
為
来
山
さ
れ
ま
し
た
。
ご
祈
祷

後
に
は
皆
様
で
舞
を
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　

四
月
十
六
日
、「
モ
ダ
ン
雅
楽

会
」（
代
表　

田
中
佐
京
さ
ん
）

の
皆
様
が
、
今
年
度
の
身
体
健
全

並
び
に
諸
芸
上
達
祈
願
の
為
来
山

さ
れ
ま
し
た
。
ご
祈
祷
後
は
お
三

方
に
よ
り
笙
を
用
い
て
雅
楽
の
奉

納
を
さ
れ
、
一
層
の
精
進
を
ご
本

尊
不
動
明
王
様
に
誓
い
ま
し
た
。

貞
照
寺
だ
よ
り

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

令
和
７
年
２
月
～

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

　

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
六
日

ま
で
に
亘
り
、『
第
七
十
回
成
田

山
学
童
写
生
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

は
連
日
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

※
本
年
の
表
彰
式
は
六
月
二
十
九

日
に
な
り
ま
す
。

学
童
写
生
大
会
開
催

第
70
回

日
本
舞
踊
教
室
　
羽
衣
の
会

諸
芸
上
達
祈
願
参
拝

モ
ダ
ン
雅
楽
会

諸
芸
上
達
祈
願
参
拝

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

各
務
原
市　

安　

達　
　

重　

厚

　

〃　
　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

岐
阜
市　
　

伊　

藤　
　

光　

里

◆
の
ぼ
り

岐
阜
市　
　

伊　

藤　
　

光　

里

◆
銅
板

各
務
原
市　

乾　
　
　
　

玲　

子



令 和7年 5月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 6 ）

各
務
原

市　

㈱

Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ

犬
山
市　
　

米　

津　
　

邦　

彦

犬
山
市　
　

米　

津　
　

裕　

佳
　

〃　
　
　

米　

津　
　

祐　

哉

　

〃　
　
　

山　

口　
　

千　

代

江
南
市　
　

相　

川　
　
　
　

修

丹
羽
郡　
　

山　

本　
　

惠　

一

名
古
屋
市　

寺　

川　
　

明　

伸

　

〃　
　
　

宮　

澤　
　

保　

雄

愛
西
市　
　

甲　

斐　
　

裕　

二

　

〃　
　
　

甲　

斐　
　

明
喜
子

　

〃　
　
　

滝　
　
　
　

征　

也

　

〃　
　
　

滝　
　
　
　

奈　

々

碧
南
市　
　

井　

上　
　

将　

成

多
治
見
市　

早　

川　
　

浩　

充

中
津
川
市　

𠮷　

村　
　

明　

夫

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

　

〃　
　
　

㈱
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
野　

祐
子

　

〃　
　
　

㈱
朝
日
機
器
エ
ン
ジ

　
　
　
　
　

ニ
ア
リ
ン
グ

名
古
屋
市　

松
下
工
務
店

　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

継
見

　

〃　
　
　

み
や
び
技
研

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

雅
樹

　

〃　
　
　

篠　

田　
　

正　

樹

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

半
田
市　
　

真
永
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

久
松　

貴
裕

津
島
市　
　

㈱
ヨ
シ
ヅ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

彰
浩

長
久
手
市　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

愛
知
主
管
支
店

小
牧
市　
　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

小
牧
主
管
支
店

丹
羽
郡　
　

㈱
東
海
理
化

　
　
　
　
　
　
　

生
技
セ
ン
タ
ー

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

郡
上
市　
　

丸
八
建
設
㈱

可
児
市　
　

㈱
サ
ン
ラ
イ
ズ

　
　
　
　
　
　

一
宮
物
流
セ
ン
タ
ー

犬
山
市　
　

犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

丹
羽
郡　
　

㈲
大
矢
設
備

春
日
井
市　

社　

本　
　

太　

郎
　

〃　
　
　

社　

本　
　

富　

志

知
多
郡　
　

鈴　

木　
　

時　

平

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　

索
の
会
名
古
屋
成
田
講
支
部
浅

野
和
子
氏
は
、
去
る
五
月
二
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　

告
別
式
は
五
月
四
日
名
古
屋
市

の
テ
ィ
ア
山
王
に
て
営
ま
れ
ま
し

た
。
喪
主
は
宮
澤
保
雄
氏
。

中
一
　
　
長
崎
　
友
泉

小
六
　
　
岡
田
　
莉
吏
歩

小
三
　
　
森
岡
　
ゆ
め

【
評
】
一
字
一
字
て
い
ね
い
に
し
っ

か
り
と
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
す
っ
き
り
と
し
た
線
で
や

さ
し
さ
の
あ
る
作
品
で
す
。

【
評
】
力
い
っ
ぱ
い
堂
々
と
よ
く

書
け
ま
し
た
。

紙
上
書
道
展

四
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

四
月
の
登
山
講
社

四
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

６月の成田山行事

◆御縁日　１日、15 日、28 日
◆願かけ風鈴まつり 6/1 ～ 8/31
◆虫封じ祈願会
　　　　４日　午後２時　本堂
◆ご詠歌講習会　15 日
◆青葉まつり　15 日～ 17 日
　　弘法大師ご生誕慶祝法要
　　興教大師ご生誕慶祝法要
◆月並御影供　21 日　大師堂
◆写経会　28 日　信徒会館 3階
◆夏越の大祈願　6/30 ～ 8/31

お
く
や
み

浅
野
和
子
氏

四　

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

　

お
子
さ
ま
の
夜
泣
き
、
疳か

ん
の
虫

を
封
じ
、
健
や
か
な
成
長
を
祈
願

す
る
『
虫
封
じ
』
祈
願
会
を
厳
修

い
た
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
六
月
四
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

一
、
ご
祈
祷
料

　
　
　
　
一
金
　
一
千
円
以
上

虫
封
じ
祈
願
会

子こ
そ
だ
て育

祈
願

全
国
安
全
週
間

特
別
祈
願
会

　
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の

一
週
間
に
わ
た
り
、
厚
生
労
働

省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会

の
主
唱
す
る「
全
国
安
全
週
間
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
当
山
で
は
、
こ
の
趣
旨
に
賛

同
し
職
域
安
全
・
工
場
安
全
・

災
害
防
止
・
業
績
向
上
を
祈
願

す
る
特
別
祈
願
会
を
厳
修
い
た

し
ま
す
。

一
、
日
時

　
七
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で

　
午
前
七
時
、
九
時
、
十
一
時

　
午
後
一
時
、
三
時

一
、
ご
祈
祷
料

　
一
金
　
五
千
円
以
上

「
編
集
室
よ
り
」
は
紙
面
の

都
合
上
、休
載
い
た
し
ま
す
。

奉
納
御
礼

ご
奉
納
い
た
だ
き

　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

　本堂正面西側鳥瞰図  

㈱シンキ・コーポレーション

　　　　　（東海市）


